
真岡市行政評価システム
評価対象年度 年度 作成日 年　      月  　    日

事務事業名

政策名
施策名

関連個別計画 単年度のみ

単年度繰返（開始年度 年度～）

期間限定複数年度（ 年度～ 年度）

増補版施策名

法令根拠

担当

予算科目

事業期間

1. 現状把握の部　（1）事務事業の目的と指標

事業概要

⑤活動指標（事務事業の活動量を表す指標）の推移

⑥対象指標（対象の大きさを表す指標）の推移

⑦成果指標（対象における意図された対象の程度）の推移

⑧上位成果指標（結果の達成度を表す指標）の推移

名称

ア

イ

ウ

エ

オ

ア
イ
ウ
エ
オ

単位

②対象（誰、何を対象にしているのか）  ＊人や自然資源等

③意図（この事業によって、対象をどう変えるのか）

④結果（どんな結果（上位施策）に結びつけるのか）

（2）総事業費の推移

（3）事務事業の環境変化・市民意見等

国庫支出金 千円

千円
千円

千円

千円
千円

千円

時間

千円
人

県支出金
地方債
その他
一般財源

事業費計（Ａ）
正規職員従事人数
延べ業務時間
人件費計（Ｂ）

トータルコスト（Ａ）+（Ｂ）

実施計画上の主要事業

事務事業マネージメントシート

投
入
量

事
業
費

財
源
内
訳

人
件
費

単位

     年度（実績）      年度（見込）     年度（実績）      年度（実績）     年度（実績）

名称 単位      年度（実績）      年度（見込）     年度（実績）      年度（実績）     年度（実績）

ア
イ
ウ
エ
オ

名称 単位      年度（実績）      年度（見込）     年度（実績）      年度（実績）     年度（実績）

ア
イ
ウ
エ
オ

名称 単位      年度（実績）      年度（見込）     年度（実績）      年度（実績）     年度（実績）

     年度（実績）      年度（見込）     年度（実績）      年度（実績）     年度（実績）

①この事務事業を開始
したきっかけは何か？
いつごろどんな経緯で
開始されたのか。

②事務事業を取り巻く
状況（対象者や根拠法
令等）はどう変化して
いるか、開始時期ある
いは 5 年前と比べてど
う変わったのか？

③この事務事業に対し
て関係者（住民、議会、
事業対象者、利害関係
者等）からどんな意見
や要望が寄せられてい
るか？

①手段（主な活動）

平成29 平成30 05 15

観光拠点施設等整備事業 産業部　商工観光課　観光係

E 地域と産業が調和する活力あるまちづくり

4 観光の振興

 

■

1.一般会計 7.商工費 1.商工費 3.観光費 ■ 平成23 平成26

平成23年8月に荒町本通りに面する久保邸の所有者を含む関係者からの、建物の保存を前提に譲渡したい旨の申し出を受け、明治期の貴重な歴史的建造物が現存していることか
ら、次代に引き継ぐ資産として保存し、有効活用することとした。久保邸を新たな「観光まちづくりの拠点」と位置づけ、真岡観光の発信・誘客につながる施設としての整備
を行う。
施設概要：元日本銀行宇都宮代理店真岡出張所真岡支金庫、アトリエ跡石積土蔵、現居宅、中央なまこ壁土蔵、南なまこ壁土蔵、暖炉
整備スケジュール：平成23年度　基本構想
　　　　　　　　　　平成24年度　基本設計、実施設計、土地の取得
　　　　　　　　　　平成25年度　基本設計、実施設計、改修工事、運営計画の策定
　　　　　　　　　　平成26年度　改修工事、外構工事、公の施設設置条例、指定管理者の指定。指定管理施設「久保記念観光文化交流館」として運営

29年度実績

30年度計画

年度協定の締結及び指定管理料の支払い。指定管理者への指導。
観光文化拠点施設として観光情報の発信及び定期的なイベントの開催
。

年度協定の締結及び指定管理料の支払い。指定管理者への指導。
観光文化拠点施設として観光情報の発信及び定期的なイベントの開催
。
現駐車場（観光物産館東側）の再整備を実施し、来場者に憩える場所を提
供することで中心市街地に賑わいを創出し、ついては交流人口の増加
を目指す。（ウッドデッキ、テーブル、イス、植栽等を整備する）

久保記念観光文化交流館

久保邸を取得し、観光まちづくりの拠点施設として整備し、観光の振興を
図る。

本市観光文化拠点施設として観光情報の発信を行うとともに、観光事業の
推進と地域参加イベントを開催し、交流人口の増加による地域の活性化
を図る。

26 27 28 29 30

委託料 千円 13,105 15,324 24,572 26,206 32,183

会議を開催した数 回 75 74 75 75 75

施設整備に要した費用 千円 230,997 0 0 0 0

賑わい創出景観形成事業費 千円 22,022

26 27 28 29 30

久保邸の敷地面積 ? 1591.03 1591.03 1591.03 1591.03 1591.03

久保邸の建物の数 棟 5 5 5 5 5

26 27 28 29 30

観光に資する施設数 棟 5 5 5 5 5

観光に資する利活用計画数 棟 5 5 5 5 5

26 27 28 29 30

真岡市を訪れた観光客数 人 2,865,281 2,865,612 2,912,127 2,990,649 3,000,000

26 27 28 29 30

0 0 0 0 11,000

0 0 0 0 0

0 0 0 0 11,000

0 0 0 0 0

230,997 0 0 0 11

230,997 0 0 0 22,011

3 3 2 2 2

2,000 2,000 1,200 1,000 1,000

8,442 8,380 4,984 4,150 4,150

239,439 8,380 4,984 4,150 26,161

平成23年8月に久保邸の所有者を含む関係者から、建物の保存を前提に譲渡したい旨の申し出があったため。

平成23年度に開始した事業である。
平成26年度（平成26年10月）に整備事業が終了し、観光文化拠点施設「久保記念観光文化交流館」として開館した。真岡市観光協会を指定管理者とし、事務所を配置した。

議会の建議要望や一般質問で、物産会館としての利用の要望がある。
商工会議所や観光協会などから、観光に資する具体的な利活用案が提案された。


